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ひとこと

　子どもにかかわることを仕事としているが、子どもの気持ちを理解することは、

けっこう難しいなあと感じることが多い。その難しさは、大人の気持ちを理解ず

ることを超えている。

　そもそも、他人の気持ちを理解するというのは、どういうことであろうか。自

分ではない他人が経験したことについては、我々は直接の経験を持たない。この

ため、その人がどのような感受作用をうけるのかについて、我々自身ができるこ

とは、我々自身が同様な境遇において何を感じるはずであるかを、我々自身の心

の中に描く以外の方法で理解することはできない。

　実際には経験していないことを、我々自身の心の中に描くためには、日常の生

活の中で、他者の行動や発言を観察によって知ること、他者の行動に対する第三

者の反応や意見を観察し学ぶことの積み重ねが欠かせない。この「間接的な経験」

を積み重ねることによって、我々は、他者の気持ちを理解することが少しずつ可

能となると考えられる。

　このことは、「間接的な経験」をどのような集団の中で行うのかによって、他者

に関する、我々の理解の範囲に大きな影響があることを意味する。例えば、安定

的な家族という集団の中で「間接的な経験」を積んだ子どもと、被虐待など不安

定な家族という集団の中で「間接的な経験」を積んだ子どもとの間では、「間接的

な経験」の内容に違いが生じるがゆえに、他者の気持ちを理解するということに

大きな影響があるかもしれない。

　子どもの気持ちを理解することは難しい。その理由としては、⑦我々が、子ど

もたち1人1人の「間接的な経験」の意味を追体験することが事実上困難である

こと、②大人である我々は、直接的・間接的な経験の積み重ねによって、かえっ

て、「余計な理解」が増し、子どもの心の目線で、子どもの気持ちを理解すること

が困難になっていること、を指摘することができる。この2つの難しさを自覚し、

それらの克服を目指していくことが、大人として子どもとかかわる上で必要なこ

とではないだろうか。

神奈川県立保健福祉大学教授・新保幸男

1　世界の児オ†t：と母性



曜鉋親育ち・親育て一乳幼児の親のトラブ」レ解決への途

1’

ー
総論

感動いっぱいの子育τで
　　　人生を豊かなものに
　　　　　　　　　　　　歌手、躰ユニセ・協鉄使アグネス・チャン

●日本の子育てについて思うこと

　日本では今、いじめや虐待など子どもを取り巻くさ

まざまな間題が起きています。少子化もそうです。

　Il本の児童福祉のレベルはIU・界の中でも優等生で

す。母子手帳があり、妊娠中には予防注射も受けられ

ます。さまざまな公Cl（Jサポートの手がさしのべられて

います。基本はできているのです。

　でも、それと子どもの幸せとは別です。

　最近思うのは、子育てする親の’↓格差”です。子ど

もに熱心な親と無責任な親、子どもが大好きな親と苦

手な親、この二つに両極端化しているように恩えます。

　昔、子どもは宝でした。・母親は子どものために家事

に精出し、内職したりもしました。子どもの未来σ）た

めに、白分のことは二の次にして。子どもは励みでし

た。子どもの将来に幸あれと願いを込めて、どの母親

も一生懸命でした。

　ところが、今はどうでしょう。若い親たちは理想を

みつけられないでいます。何のために働くのか、価値

を見い出せずにいます。そのnその［1が楽しければい

い。社会や国や将来のことより、自分のために生きよ

う、白分が楽しければそれでいい、になってしまいま

した。

　「できちゃった婚」が普通になって、離婚率も再婚

率も高い。子どもは望まれて生まれてきた子じゃない。

子どもの出現によって人生の選択肢が狭まった。そん

なふうに考える母親もいます。別の男性と一・緒になり、

やがて虐待に走る、というケースが増えています。

　一方、子どもに対して熱心なグループでは、子ども

に対して過保護になりがちです。子どもを成功させて

いい生活を送りたい、と考える親もいます。自分のた

めだから自分好みの子に育てようとします。これでは

子どもは白由ではありません。子どもの大切な個性を、

狭いところへ押し込めてしまっています。

　多くの親は冷静です。しかし中には、ほんの・・部の

’例外“かもしれませんが、虐待や過保護があります。

そしてそこには、呼吸をして一人の人間として生きて

いこうとしている子どもがいるのです。一助けを求

めている子どもが。

　日本の児蔽福祉は整っており、社会が豊かになって

いく中で安心して子育てができるはずなのに、両者の

グループでそれぞれにさまざまな問題が起きていま

す。不幸なことだと思います。

●子育て一我が家の場合

　私は3人の男の子に恵まれました。3人ともみな違

います。個性があります。

　長男のときは初めてであり大変な喜びでした。そし

て手をかけて育てました。長男の反｝芯に一・喜一憂しな

がら。

　それで次男、三男の時は、もうベテランの母親です。

世界の児童と母性　2



　3人を∫・育てしながら思ったことですが、それぞれ

佃性があるのにどうしても長男をJMs．型にしてしまい

がち、ということです　ついつい、お兄ちゃんはこう

だったのに、と思ってしまいます．け親が基本型に忠

実過ぎると、J’・どもは窮屈です、、次男には次男の、

男には1男の人格があります．、このことはとても気を

つけており、バ葉にも気を遣っています

　大人になると想像力が乏しくなります、．r・どもの頭

の）ITは、夢や想像でいっぱい．はち切れんばかりに次

から次へといろんなことを考えているのに、親の限ら

れた発想で∫・どもをリードしては、．∫・どもは縮みこん

でしまいます．．人人の小さな想像力でr・どもを型に押

し込むようなことはしてはいけないのです．：

　r一どものとんでもない夢や発想が社会を進歩させま

す　その∬’：を摘むようなことはしたくありませんし、

してはいけないので’す

●情報過多社会に対して

　n：は、情報源は親や先ノkでした本もそうでしょう

　そしてJ’・どもは親や先小を尊敬しました　自分の知

らないことをいっぱい知っているから

　でも、今はテレビにインターネットに、と情報源が

い・）ぱい、親が知らず∫・どもが知っていることがいっ

ぱいあります　これではr・どもが親の，「うことを聞か

なくなるのも無理ありません

　その意昧で、」t’どもが親を11i：敬できるかどうか、親

のふるまい方が新たに問われている時代なのかも知れ

ません

　それでは情報の”人i　1”を制限すれば良いかという

と、それは無川です．r一どもが情報を欲しがるのは成

長の証、rl然な行為です．

　ただし、i・どもが情報の海の中で溺れないよう1、監視

する必要はあると思います　悪い情報〔ポルノや暴力

など）に触れさせないようにしなければなりません．
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　我が家の場合、親が．．r・ども部屋になるべくいるよう

にし、∫・どもがパソコンに向か’．）ている時は要注意の

態勢で見守っています。

　学校も、私たちが通っていた頃の学佼とずいぶん様

変わりしました、

　学校は新しい知織（情報）を｛i：人れる所ではなく、

友達とn分の知っている情報をrl慢し合う場所になっ

ています

　それはそれでいいと思います．、．r・どもは好奇心旺盛

です

　変わるべきは学校です．、情報の選び方、情報を伝え

る際のXUJLの仕方、他の人の’1’1「丘服（．杉えノ∫）にもきち

んと⊥「を傾ける、など　それが今求められている学習

だと思います

●世界の子どもたち

　私は日本ユニセフ協会人使として1［1：YFi1］の］”どもを

見て則・）ています．，

　それらの国々は悲惨です　住む所もない、着るもの

もない、親もいない病気になっても医者に診てもら

えない…　ないない尽くしです　ii陀争・、虐待、暴力、

人身光買…“i∫でもありです．．．そんな国々に比べれば、

川本はパラダイスです．、

　Lド成］9（1！｛5）J、インドのムンバイに行ってきました

そこのスラム街には、栄養失瑚のr一がたくさんいます

親が目雇いで働ければ何とか食べていけますが、働け

ない1［は食べ物がありません　」「・どもはいつもお腹を

空かせています

　それでも∫・どもたちは元気いっぱ．いです．狭いスラ

ム街を裸足でかけっこしたり、道のまん中で堂々とウ

ンチしたり．

　私が～iτ謡「結んで開いて」を歌ってあげたら、もう

大酵びでした　ごはんも　・粒残さず食べます　r一ども

らしい素直さ、ノく真欄漫さ、これこそがJLどもだ！と
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いう感じでした　できることなら・人ひとりまた抱き

しめてあげたいtt人きく可愛い目をキラキラ輝かせた、

私の愛するr一どもたちを1

　その∫・どもたちの笑顔が瞼に浮かぶたびに思うので

す。このr一どもたちが働かずに学校に行くことができ

て、将来自分のやりたい仕’∬に就けたらどんなにいい

だろう、ど：

　最貧国やli曳11・｝ドにある国のr・どもを取り巻く環境は

もっと劣悪です．，

　男の子は、児竜兵十となって戦争．に駆り出され殺さ

れています。

　女の∫・は、レイプされ売春させられ、人身売買され

ています、，

　母親と．r・どもは、逃げまどうばかりです。白分たち

の命を守るだけで精一杯です。

　イラクのr一は、背が高くありません。経済制裁が長

かったために栄養不良となったからです。9～12歳の

子どもたち、H本だったらオシャレし始める年齢なの

に、みんな古着を着ています。ll蓼；かな、お隣のヨルダ

ンやクエートなどアラブ系の国々から寄付’を受けてい

るのです、同じ産汕II；1なのに、この差はfl1∫でしょう、．．

1陀争・やテロで家族が殺され孤児になるf’どもも大勢い

ます．戦争・になると宗教は保守rlCJになり女∫・が被害を

・受けます、．

パラート・ナが一ル・
スラムでr・ども達と

　そんな不・Pせなr・どもたちが今、この地球1；．にどれ

ほど多くいることか．そのことを・人でも多くの人に

知ってほしいと思います、、

●愛情さえあれば

　日本は福祉国家なのに、児軸」S待が後を絶ちません。

ひどい親が増えたのか、社会的な意識が高まり発見さ

れることが多くなったのかは分かりませんt．tt

　llS待するぐらいだったら施設に人れたり川親を探し

たりなどしてr・どもを預ければよいのに、と．考えます．

f’どもを欲しがっている人もいるのですから。

　ifLLがつながっていないとうまくいかないのでは、と

いう人がいます．、でも、幼児のうちに、いっしょにゴ

ハン食べて、いっしょに寝て、．・緒に泣き笑いして、

” lf［ビよりも“育てるttことをすれば、他人でも、k派

な親になれます、、

　確かに1‘r’は」」：11地”と’家”を人切にしていたので、

”血”がつながっていないといろいろな問題がありま

した、、でも現代は、働けば瀧でもお金を得られる時代

ですc．家．長制度もなくなりました．

　生んだ以ヒは責任をもって育てなさい、ということ

では・il±　／ともに不L’elになってしまいます。本当は欲し

くなかった、あなたのせいで再婚できない。子どもの

側でも、本’liの親でなければイヤだ、では八方塞がり

田：界の）V　iLVi：と母性　’1



です

　ll本は変わってきているのに、こと“r・育てt一に関

してはlliい考え方がまだあるようです．、

　川想的な母親像・一こうあらねばならない、という

のも考えものですt．、情報があふれ、雑誌やテレビで理

想的なr・育てが取りLげられていますが、精・杯の愛

情さえあればそれでいいのです　参考にはしても」’｛．似

ることはありません、こうあらねば、という彦え方や

周囲の慣習をもっとゆるやかなものにして、子どもは

みんなで育てることにすればいいと思います．．．

　父親　　も同じです　愛情のありったけをr・どもに

注げぱいい；

　我が家の場合、kは私と奪い合うように」㌧育てに・

生懸命になってくれました

　r・どもが小さい頃、夫は∫．どもと、」t’どもがそれま

でに貯めた小銭だけを持ってビンポー旅行に川かけま

した．］Olllじだけで買い物しようとしたところ断られ

たこともあったそうです．だんだんお金がなくなると

1本のジュースをみんなで分け合って飲む、というこ

ともありました，、r一どもにはとてもよい経験です

　このビンボー旅行など、とても女の私には思いつか

ないことです．、父親は男なりの発想でr育てを楽しめ

ぱよいと思います、、

　・ただ、電‘｜（に酔ってllヒいたf・どもにソーダを飲ま

せたり、夏休みにプールに連れて行くというσ）で、溺

れさせたり、すべって姐にコプをこさえないでね、と

送り川したのに、そのIM方をやって帰ってきて…と少

しランボーな子育てになるキライはあるようですが．、

　そんな父親を、r一どもたちは成長しても雌敬してい

ます．言うことはよく聞くし、fli∫でも相談するし…＝

●若い人へのメッセージ

　私はいろんなtl：’JP’〈・i［G会いを経験してきました．、で

も、いちばん楽しかったのは、∫・育てです、、

［特集．1親育ち・親育て一．乳幼児の親のトラブル解決への途

　r・riてには、学ぶことも必要です、忍耐力も必要で

す、．休力的にも初めは’？1・い、．時間も11jl」られていきます．

　でも、振り返ってみると、JYiてがいちばん楽しか

った．

　お腹の中で動く赤ちゃん、抱っこしたときの赤ちゃ

んのにおい、生まれたときの、あの・；ら福感…そんなこ

とに夢中になっている白分を愛おしく思いました、，そ

れを教えてくれたのはf’どもです。失敗もあります、，

でもそれを乗り越える忍耐力がついた時、人間として

丸みが川てきたことに気づきました，，そんな人間らし

い人間になれたのも、r・どものおかげです．、こんなこ

とは他の経験では得られません、．ti’一どもにli’1分が育て

られていたのです、、

　r・どもは素晴らしいものです，．ですから、f’どもを

生むかどうか迷っている人には、勇気を持って牛んで

ほしい、と1「いたい，、最初は？1・いかもしれないけれど、

振り返ればいちばん楽しかった、と気づくはずです．

　r・どもはどうも、という男の人がいます。でも、」”

どもが生まれたとたんにコロッと変わってしまった男

の入を私は何人も知っています，：s「・どものJJです、、

　人川は大人だけではつまらないものです、、”r・どもt一

という魔法でもっと素晴らしい人小にしてみてくださ

い．ジr育てから得られる感動は、あなたの人生への最

高のご褒美となります．、　これが、若い人に送る私

からのメッセージです．

キーワード：日本ユニセフ協会大使の仕事

　「…大使の仕事は、世界中で苦しんでいる子どもたちの現

状を訴え、みんなに理解してもらい、支援を頼むことです。

も5うん政府にも公的な支援を増やすようお願いしていま

す。また、国内でも子どもの権利が守られていない場合には、

それを改善していくことが×事な仕事です。」

　　　　　　．アク’t・Z・．f．　t’ン苫　‘みんな地球に佗±る人　1’rLrF：引

　　　　　　　　　　　　　ξ’hFヒシ・二．P’新、「】．1り抜衿1
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閨鮪・親育て一乳幼児の親のトラブ1レ解決への途

論総

子．どもをはぐくむ資質を育てる

　　　　　　お　か　の　ま　さ　ご

酬大学教授岡野雅子

1．子どもが育つ環境の変化

　子どもは生活の中で育つ。

　近年では、その「生活」の有り様自体が大きく変化

してきている。平均世帯人数は2．8人までに減少し

（2004年7月調査結果）、過去最低を更新して小家族化、

核家族化が進んでいる。そのため、そこで育つ子ども

にとっては家庭生活の1†‘で深く関わる人間はかつてに

比べてごく限られた人間のみとなり、年齢の離れた【lb

代の人々と日常的に接する機会は稀になってしまっ

た、特に、咋今の小・中・高校生にとっては、乳児や

幼児と日常的にかかわる機会は、高齢者とのそれに比

べてさらに少ない（岡野）。

　人間は赤ん坊として生まれてからどのように発達し

ていくのか、そのプロセスにおいて周囲の大人たちは

赤ん坊にどのようにかかわり育てていくのかなどにつ

いて、かつての子どもたちは、赤ん坊がごく身近な存

在として居たので、毎1］の生活を通して人間発達のプ

ロセスを学び、乳幼児に対する適切な態度や行動を赤

ん坊が周囲の大人たちとかかわり合う姿を観ることに

よって身につけていった。赤ん坊はどういう時に泣く

か、赤ん坊が泣いた時の大人の対応、赤ん坊はあやさ

れると声を出したり乎足をバタバタさせて喜び、それ

を見て大人もまた喜ぷという相ll／il作川があること、1

歳を過ぎる頃からは生活W慣を身につけさせる（しつ

けをそfう）際の、大人たちの繰り返し行って辛抱強く

取り組む姿などなど。つまり、乳幼児期の子どもに対

する理解や育児技術は、かつては生活の中で受け継が

れていたということができる。しかし、咋今ではそう

はいかない，，

　家族貝数の減少のみならず、地域社会の有り様も大

きく変化している。我々は隣人の生活についてほとん

ど知らないままに暮らしているe隣近所に住んでいる

という理山で互いに助け合うという関係はすでに乏し

くなっている。

　tll：｛・t的に隔絶し地域の繋がりも希薄な中で暮らして

いる我々は、しかし一方では、新しいつながりの手段

を得ている。パソコンや携帯電話を用いて空間的な距

離を超えていつでも人や情報にアクセスすることがで

きる。しかし、そこに提示される情報は、必ずしも人

から人への直接的な情報伝達ではない。そのため、そ

の発信者がどのような人であるかについては必ずしも

明確ではなく、ほとんどの場合にその情報の信巡性に

ついての確認は得られない。つまり、今E［の生活環境

は、人間関係は分断され、玉石混靖の溢れるほどの憎

報に囲まれているといえる。しかし、情報を見極める

目をもって必要な情報を主体的に取捨選択して活用す

るならば、子育て中の親にとって強力な支援となると

もいえるだろう。

世界の児箪：と母性　6



2．親となることと親であること

　このように乳幼児とふれあう機会の乏しいなかで育

ち、乳幼児の育つみちすじについての知識もなく、r・

どもを育てることについての適切な姿勢や態度をX；：ii♪i

する機会もないままに、気がついたら視になっていた、

という場合もllll今では少なくない．

　しかし、1准でも初めから完全な親であるわけではな

い〔nobody　per「e（・D　∫・どもをノ1モめば小物学的には

親となる　しかし、それは必ずしも良き親であること

を意昧してはいない　すなわち、親となることと親で

あることとは同じではないのである

　r・どもという／∫：在に対する人々の意ぷがかつては

1授かりもの1として人知を超えた何者かから授か一j

たものであり、いずれ・’ノ：派な人人に成長した時にはわ

がT・元から飛び・‘tl・）ていくものという認識であった

が、咋今では1つくるもの」へと移り変わり、私自身

の人生設計のもとに、r・どもをいつ牛むか何人生むか

を検li4「してから妊娠川産に望む場合も少なくない　親

になってしまうと川…川的にも経済的にもいろいろと制

約を受けることになりそうなので、ひとまず／河ま先延

ばしにしておこう、とIij’｛IIたちの意識が働くことは容

易に想像できる　そうして、結婚を先延ばしにしたり

親になることも先延ばしにしている傾向が強い

　それでも「親となること」は生物学的に∫・どもを生

んだ段階で達成される　しかし、「（良き）親であるこ

と」は’朝’夕にして成るものではない．∫・どもを目

の前にして、その」「・どもとかかわる中で、少しずつ

［r一ども1に対’する［親．」としてのあり］iを身につけ

ていくのである

3．親としての資質一親性一

　∫・どもが育つ環境である生活のイJ’り様は変化してい

るが、　・人の人問が生まれてから乳児期、幼児期、児

粒則、“i”年期と発達成長していくプロセス自体は、｝埣

［特集1親育ち・親育て一・孚L幼！の親のトラゾル解決への途

遍的なものである

　f’どもを適L）Jに育てることに必要な親の資質は「親

性」と呼ばれる　今日では人生設計の選択肢は従来に

比べて広くなっているので、親にならないという選択

を行う1‘f年たちもいるだろう．．そのような人にとって

は、親にならないのだから親性を身につける必要はな

いと思うかもしれない．果たしてそうだろうか．決し

てそうではないのだ

　親になりたいと願ってもll　1’わない場合もあろうし、

親にはならないという人生を選択する場合もあろう

が、祝になろうとなるまいと、次III：代を健全に育てる

ことは、Il∫民として果たすべき↓t［’任の一つである　r・

どもを持つか持たないか、いつnつかは極めて個人的

な’∬項であるが、ひとたび川まれてしまったr・どもを

健全な人問に育てる営みは、個人的な’1「項に留まらず、

社会的’1噸でもある　なぜならば、f’どもとは次なる

時代を担うノく切な人材’であるからだiすなわち、親W

を身につけることとは、良き11∫民であるための1∬要な

要件の・つであるということができる

　このような視点に立つ時、「親性」はわがr一に対す

る「親」の視点であるという印象が強いので、「育児

性」や「次［li：代育成性」を川いることもある　しかし、

「次1［1；代育成性」は視点が広く焦点が暖昧になるおそ

れもあり、近年では「養護’性」を川いる場合も多い．

「養》i些判川とは、八．D．f（エrgel＆G．F．1　，lelg，　onによれは、

相r一のlll常で健全な発達∂）促進のために川いられる共

感性と技術のことと定魂され、その対象は赤ん坊や∫㌧

どものみならず病人や1，，6齢者やペットや、さらにはrl

然界の動植物を育てることも対象になりうるとされて

いる

4．養護性を身につける

　人間は1ヒまれた時には自力で移動することもできな

い程に運動能ノ」は未熟な状態である　授乳も、排泄の

7　川界の児巾と1り；性



［特集］親育ち・親育て一乳幼児の親のトラブル解決への途

始末も、すべて周囲の人々にしてもらって過ごさなけ

ればならない、、すなわち、人生のスタート時点の赤ん

坊は、健やかに成長するようにという願いを持った大

人たちによる養護を受ける存在であるtJその後も乳幼

児期のr一どもは養護を受ける場而が多い、

　翻って養護性を身につけるということは、養護する

必要のある者とのかかわりであり、それまでの養護さ

れる側から他者を養護する側へと視座を1転換すること

が必要となる。

　人11Vの発達過程において中学生や高校生などの1‘∫年

期になると、関心が自分白身に向かうようになる。ま

た、「1分はr・どもではないという思いを持ち、今まで

を振り返るとともにこれからの人生を展望するように

なる。それに伴って白分と周囲の人々との関係につい

ても改めて客体化して点検し吟味をしてみる。そして

その時に、それまでは“当たり前”と思っていた白分

の被養護性に気づくとともに、これからは白分白身が

養護性をもたなければならないことにも気づく。した

がって、養護性を身につけることとは、「おとな」に

なるための必要条件の・つであり、生涯発達のうえで

｝If年期に取り組んでおくべき重要な課題であるといえ

る、、

　また、このようなi．Ll：代的な連続性の視点を持つこと

は、もう一方の異llヒ代である高齢者に対する正しい理

解を促すことにつながり、広く「他者理解」を呼び起

こすことにもなる。

　前述のような生活環境の変化を受けて、これらの教

育課題の遂行は、近年では学校教育で意図的系統的に

取り組むべき小項となってきている。そして、学校教

育の教科としては従来から「家庭科」の，1【の保育領」或

が取り組んできた実績をもっている、，現行の『高等学

校学習指導要領』（文部省、1999、p．131）の家庭科に

は、「乳幼児の心身の発達と生活、親の役割と保育及

び守・どもの福祉について理解させ、Fどもを生み育て

ることの意義を考えさせるとともに、子どもの健全な

発達のために、親や家族及び杜会の果たす役割が煎要

であることを認識させる。」と明記されている。親の

役割についての学習は、臨時教育審議会答申（『教育改

革に関する第二次aSII．r』、19．　86、　p．46）で「親になるた

めの教育」の用語が使われて以来、親性の教育または

親準備性の教育としてそれ以前にも増してしばしば言

及されるようになった。また、近年では、親性の形成

過程において段階的に形成される資質は親性準備性と

呼ぶ場合もある（伊藤）。

5．親の不適切なかかわりがもたらす社会への影響

　ところで、養護性を身につけないまま大人になった

場合について、ここで考えてみたい。

　養護性を身につけていないと、幼い者や養護を必要

としている者に対する健全な態度や行動を習得してい

ないので、．子どもへのかかわり方は不適切なものにな

るかも知れないc、昨今、社会lnl題化している児童虐待

は，親の「不適切なかかわり」ilVが最も劣悪な形とし

て表れたものといえる。

　人問は生まれてから環境とのかかわりを通して様々

なことがらを学習していく。その意昧で他の動物に比

べて、誕生前に既に組み込まれている本能体制は弱体

化し、外界に開かれた存在であるということができる。

赤ん坊は生後半年も経つと、ある一・人の人（多くの場

合には母親）に対して他の人に対する態度とは違う行

動を示し、その人が見えなくなっただけで泣き叫んだ

り、その人の後を追ったりして、その人に対する強い

愛着を示すようになる。そうすると，たいていの場合

には、その人は赤ん坊の心情をくみ取って応答する．，

したがって、r一どもは不安なときや怖い思いをしたと

きにはすぐにその人のもとへ駆け戻り、その人にしが

みつき、こころの拠り所とする。そのようにしてr・ど

もはその人を「こころの安全基地」として、外界の探

1！1；1］の児童と母性　8



［特集］親育ち・親育て　乳幼児の親のトラブル解決への途

索へと好奇心に満ちてfliかけていくことができる．：

　人生の浪初の人側関係は、このようにきわめて強い

情緒的な結びつきであり、それによりr・どもは安心感

を形成する．，そしてこの最初の人問関係は、その後の

すべての入間関係の原刑となるものである．．したがっ

て、最初の人川関係においてr・どもはある特定の人へ

の強い愛着を示し、それが受け容れられて、「人」全

般に対’する」，Yi的なイ；1・頼感が形成されるのである、こ

の「人への信頼感の形成．．1は、生涯発達の最初の課題

である、．

　ところが、人牛初期の「入への信頼感の形成」の課

題に失敗すると、1．．こころの安全基地」は形成不全と

なる．満たされない不安定なこころの彷裡の矛先が他

者に向かった場合には、白己が受け容れてもらえない

不満を暴力によって知絡的に解決しようとして反社会

的行動をとることになるかも知れない．、そうなると事

態はその人rl身の個人的な「こころの安全基地」の形

成不全に留まらずに、社会全体の安全・安心を脅かす

不安要因となる1‘∫能性がある．

はその後11］二三の改IEが行われ、　JEI，Li’i：の利益を守る立場

から強化されてきている．それらは’｜flttiする事態、に対

する緊急措置として屯要であることは確かであるttlし

かし、より根本的な対策が必要ではないだろうか．．

　生涯学習のll、1を代が到来したとはいえ、学校敦育は生

川i学習の基となる基礎・基本の教育を行う場として・liI

’t2iな役割を川っている．．．学校教育における保育教育の

充実は、r一どもをはぐくむ資質を育てるという吋代の

1茨請を受けた課題に対して、長期的展望に立つとき最

も状本的な対’応策であるといえるだろう、

引用文献

岡野雅∫’、1997、異阯代に対する∫・と’もの関心と川解：∫．ど

　も（ことつてぴ）ll’ii崎IF打．θ）意llイk、　日イi家政”；S：フヤ1、S．、，18（1〕、

　P．7仁8（［

ドOL，ci，　A」），＆MelsnT1．　G．F．，　IYS9、叫r一ど．も∂）f〔、i伎’cr1／の1δjs，”、

　乳幼児の社会的1［1二界、小嶋秀夫細、有斐閣、P．17c）・1s6

fJF藤葉∫㌧、2（1〔｝6、中・高校1トの親↑’1口K備性の発達と保育体験

　学習の教育的効果の検討、p．6－29

6．保育教育の重要性

　このように見てくると、保育を学ぶことは職業とし

ての保育者を目指す人だけの、課題ではないことがわか

る．．．∫・どもたちの・歩先を生きている川代である我々

にとって、次なる［H：代を支える人材（了・どもたち）が

健全な人間になるように環境を整えることは、親が取

り組むべき保題であるのみならず、広く市民として取

り組むべき責務であるといえる、，

　近年では乳幼児を育てている親に対して、さまざま

な支援策が提示されている、．保育所・幼稚園や、i忍定r・

ども園は、地域の∫・育て支援センターとしての役割を

1たすように整備され、電話による相談休制も　・般r｜CJ

になってきている，，また、1∠成12年に公布・施行さ

れた児IWI巳待の防1卜等に関する法律（児）’iτ虐待1；方1ヒ法）

キーワード：親の不適切なかかわり

　　　　　　（maitreatment）

　1960年代初めに「子どもの外1馴こは親が故意に与えた

ものが少なくない」という認識が小児科医により示され、被

虐待児症候群（battered　child　syndrome）として報告さ

れたe1970年代になると欧米で、性的虐待や身体的暴力

を伴わなくても心理的虐待や養育の憩慢や拒否（ネグレクト）

も含めて子どもに対する虐待（child　abuse）として考えら

れるようになり、さらに1990年代にさまざまな虐待を包

括するための概念として「不適切なかかわり」が用いられる

ようになった。
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親育ち・親育て 乳幼児の親のトラブル解決への途

日本と、海外の乳幼児の親の状況／日本

地域⑳申で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんざわたく　じ
江東1綱子・も家殿援・・ターみずべ・・ターle新澤拓治

1．はじめに

　　一東京の小さな町からの発信一

　現在、国をあげての‘∬要施策としてr育て支援が取

りヒげられています．．そのような状況の111、我々は地

域の中で試行錯誤しながら様々な取り組みをしてきま

した、，常に了・育て支援とは？と問い返しながらの活動

でしたが、その中で見えてきたことは、大切なことは

いつもLiの前の親∫・が教えてくれるということでし

た．．こちらが「何をする」のではなく、／）　r・どもと家

庭がどういう状況におかれているのかをつぶさに見て

いくことで「何が必要なのか」が見えてくるというこ

とです，．

　なおかつその地域の子どもたち、家庭のおかれてい

る現状があり、また歴史もあり、環境の違いも大きく

あります，付fては親自身の考え」∫、やり方が大きく

影秤することはもちろんですが、実際は周囲の影響や

環境の影響をkきく受けているものです．我々の活動

は何か素llllらしい支援をするというよりも、様々なjl叉

り組みによってそうした、状況や環境がよく見え、深

く考えさせられた歴史ではないかと感じています、

　私が所属している江東区大几子ども家庭支援センタ

ーみずべ（以ドみずべ）は2003年5月にスタートしま

した．．．1999年に’簡所川のf’ども家庭．支援センター

が江東区に川来たときに私は保育園から異動し、以来

その開設時から運営に携わってきました、江東区では

現在5ヶ所の子ども家庭支援センターを設置し、それ

ぞれに親∫・でつどう」㌧育てのひろばや、学習の．機会の

提供、また相談活動とケースマネージメント、地域ネ

ットワークの醸成など、総合的な了・育ての支援を目指

した取り組みをしていますtt

　江東区はここ数年でマンションが急増し、それにあ

わせて、人川や1転人者も急増しました、、しかしソ∫で

は児巾数の減少から統廃合になる小学校などもあり、

小さな区の1．1．iでも様々な1fliをもった地域となっていま

す　特徴的なことは、区民の8割が集合f－II宅に居住し

1げ寄せあって暮らしているということです、

　そのような環境の叩での実践ですから、i）‘f遍的な活

動内容が導けるとは思いません．，しかしながらその根

底では何かしら共通した原川や取り組みの基本も見え

てくるのではとも思っています，、

2．「共に育てる」を合言葉に

　私はもともと同じ江東区にある小さな保育園、神愛

（しんあい）保育園で保育者として働いており、そこで

は常に地域のニーズと向き合い、地域でr・どもを育て

ようと「共に育てる」を合i．深に保育をすすめてきま

した．「共に育てる．」という1醸ははじめから保育の

日標として掲げられていた訳ではなく、様々な1武行錯

誤の保育の末に心底実感として湧き．ヒがってきた「「葉

111：thLO）児？置と母ヤll　l〔〕



でした．．

　その精神はみずべの活動へと引き継がれ、初代の所

長である新澤誠治（元神愛｛封1育閲園↓ぶが今までの梢

神を基盤に共育・JL：ノ1｛・共有・共創の四つの理念を掲

げ’、∫｜1つのひろば〔遊びふれあいのひろば・学びあい

のひろば・育てあいのひろば・わかちあいび）ひろば・

文えあいのひろば）を活動の柱とし、”∫・育てひろば

みずべttとしてスタートしました

　現在様々にf・育て支援のi舌動が広がり、．」∫業名や活

動名も多種多様となっていますが、私たちは保育園で

の活動’t］初よりil　r・1’iてひろば」というll乎び名にこだ

わってきました　それは「J’・育てひろば」という名称

そのものが、日指すものをよく物語っているからです．

r一どもたちが健やかに育っていくためには多くの入の

力が必要です　その為には、施設ならその施設だけが

頑張っているだけではだめで、地域との連携も必要で

すし、’iGlf一者たちも力を発抑していくことが求められ

るのです．そうしたことからみずべでは設、フ：のLI］初よ

り地域ボランティアの参加を求めてきました、それぞ

れのみずべでは、1旧所する以前から地域ボランティア

の方々に参加いただき．川来ヒがったところにr・btい

にくるということでなく、地域と共に・緒につくりあ

げるセンター、「みんなの∫㌧育てひろば」をli指して

きました．

「特flミ］親育ち・親育て一．乳幼児の親のトラブル解決への途

めは中に人ったけれど受付を辿らず遊んでそのまま帰

った時があったのかな？と思っていたのですがそうで

はなく、「1　［Lil　Hは建物の前まで来てみた．2川目は玄

関まで人ってみた」「それで様子をうかがって3回ll

に初めて2階にあがってこられた」と言うのです．．．私

たちのセンターは公、㌧：幼稚園を改装してつくったひろ

ばで、2階のワンフロアに位置しています　建物の構

造1’．1階の玄関は無人で、なんとか出来ないかと思案

している所ですが、これは開設’1］初から抱えている悩

みです．、いずれにしろ親］二で遊べる拠点を構えても、

そうした場所に足を踏み人れるにはいくつかのハード

ルがあることがわかります、．

　その様な現状をボランティアの万々と話し介った時

に、センターでぜひお誘いカードを作ってほしいとい

うアイデアが出ました、．「みずべをもっと知ってもら

いたい」「たくさんの親r・に声をかけたい」そういう

思いがありながら、地域の中ではなかなか声を掛けら

れずにいるというのです．その声を受け、みずべでは

名刺入のカードを作り、場所と聞設時間、地図などを

明記してお友達どうしの1透い合いやボランティアさん

の声かけに活川してもらおうと思いました．地域の民

川委．tlさんからも欲しいと㍑われ、たくさん持って川

られたこともあります、．些細なきっかけなのでしょう

が、そうした仕組みや仕掛けを1：夫する必要があると

杉えさせられました、

3．ひろばから見えてくるもの

　みずべでは火11kl1［から1：曜llまでの1011・1｝から4時ま

ではいつでも親r・で遊びにこられる遊びのひろばを開

いていますが、そうしたひろばのU常では様々な現状

が川問見えてきます、

　「初めてだけど、3回llなんです」

　みずべでは初川の来所時に登録をしてもらっていま

すが、あるお母さんがその時にItわれた1操です　初

4、孤立した子育ての中で

　おtj：さんの叩には初川に「自分は人との付き合いが

1’

1：　f’で、できればこういう所には来たくない．、しかし

∫・どものVを思うと、なるべく述れて出た方がよいと

思うので、嫌でも頑張っている」とIi’う方もいます．、

マスコミ等では若い親に対して否定的な印象を’j’える

Ii己IF．も1い’ノ：ちますが、実際の若い親たちはそれぞれに

11　11L－nyσ）児‘’itと母’rli



［特集］親育ち・親育て一・乳幼児の親のトラブル解決への途

懸命に∫㌧育てをし、［．1分が苦手だと思ってもf’どもの

為にと頑張っている方が多いと思います、tむしろ頑張

りすぎたり、ド1分のせいだとプレッシャーを感じたり、

人に助けをもとめられなかったりする中で、育児疲れ、

fflノイローゼとなってしまう姿をよく見かけますc、

　あるボランテtアの方が玄関でベビーカーからr一ど

もをおろし、ひろばへ入ろうとしていた母．Fと遭遇し

た時のことです，、いつものようにそのボランティアさ

んは「ベビーカーたたみましょうか？それともおr・さ

ん抱っこしてようか？」と声をかけたそうです。する

と返．’」Cは「結構です。lll分で川来ますから．．」という

そっけないものだったそうです、、ボランティアの方は

少しショックを受けていたようですが、私たちはよい

機会だと思い他のボランティアさん、またお母さんた

ちに色々と話を聞きスタッフ間でも話し合いを持ちま

したt／ボランティアの方々からは「声をかけるのもお

せっかいと思われそうで」といった声も聞かれました。

お母さんたちからは「今まで、人に迷惑をかけてはい

けないと教わってきた、Itl分の責任というものが強く

あるかもしれない」「知っている人でなければなかな

かr・伝ってください、助けてくださいとはパいにくい」

「｛iifかいつも気がはっている」といったような話も聞

かれました。後のミーティングでこの話をボランティ

アの方々としたときには、「今までは若い親たちを叱

咤激励してきたが、もう少し温かい1．1でみていくこと

が必要に思えた」「こちらも梢えないで白然に付き合

うことが大切だと思った」といった意見が出てきまし

た，．孤独なr育てから抜け川す為には、当事者だけの

問題ではなく周囲の理解や．r・ffてにやさしい環境づく

りの人切さを改めて感じさせられた川来事でした、、

5．子どもの経験、大人の経験

　ある若いお母さんが私に言ったば葉です，．

　「だって先生、赤ちゃんに話しかけたってしょうが

ないでしょ、どうせわからないんだから」

　この；．・言葉を聞いて、みなさんはどのような感想をも

つでしょうか。そのお母さんは20代前’Pで、学生11芋

代は運動部に所属しとても活発で、センターでのお祭

り開催の11．じにはお母さん実行委Uとして関わってくれ

るなどしてくれていました。お祭りの作業時には手を

動かしながらおしゃべりに花が咲きます．，，そんな時に

「こっちが忙しい時に泣いて困るんだよね、なんか私

を困らせようとしているみたい」とi．「ったそのお母さ

んに、こちらが「へえ、そういう時はどうするの？」

と聞くと「放っておく」と答え、「声をかけたりはし

ない？」との私の問いに答えた1．「：菓が冒頭の．、．「葉でし

た，，

　私は乳幼児朋からの，i’meかけや感情の交流力xいかに

大切か話しをしましたが「ふ一ん、そうなんだ」と彼

女はあまり関心が無さそうにしていました。あるHそ

の赤ちゃんがひろばの中でボランティアさんに抱っこ

されている姿をふと見かけました．ベテランのボラン

ティアさんでしたが、やさしく語りかけ気捕…ちを交流

させているようでした，，その時にやはりr一どもにはこ

ういう時間がとても大切なのではないだろうかと思っ

たことと同時に、そういう経験は必ずしも親だけでな

く周囲の人が行うことも大きな意味があるだろう、ま

田：界の児童とt）’1生　12



1特集1親育ち・親育て一乳幼児の親のトラブル解決への途

たその行為はモデルになりきっと親r・の関係にもプラ

スになるであろうと思ったのでした．

　こんなこともありました、（）歳児を対象にした講座

の11‘に、講師の先1ヒが「ちょっと赤ちべ・んをとりかえ

てみましょう」と投げかけられました、1度、ベビー

マ・ソサージの最叩で赤ちゃんたちはみんな裸のままで

す、．恐る恐る隣の赤ちゃんを抱’）こしたあるおt：）さん

の1米は「違う1というものでした．．今では育児冴や

育児雑誌などで「r・どもは・人ひとり違います」「そ

れぞれの発達には個人差があります」といったli”as’が

並び、頭の中には知1織として様々なものがありますが、

隣の赤ちゃんを抱っこしてみて、同じ月齢でも大きさ

や抱きごこち、顔や頭の形までそれぞれです、そうし

た述いを“実感“した瞬間だったのではないかと思い

ます、，今までは自分の．r・どもだけ何か違うのではない

かといった漠然とした不安があり、しかし本などをみ

るとみんな述うと，II：いてある、しかしそこに”実感”

は無く、知識だけが積み爪：なっていったのではないで

しょうか、，

6．親が育っていくプロセスをとらえる

　今まで様々な親たちの現状をみてきましたが、ここ

で考えられるr・fiて支援の役割とは何でしょう．∫・育

ての支援をする側は、つい「何を教えたらいいのか」

「どんな活動をすることがr・育て支援なのか」といっ

たことで肩肘’をはってしまいがちです．．しかし私たち

は今までのような）川列からまず、1’｜分たち1’［　」2のこと

も振り返り、人人が育ってくる過程で幼いf・どもと関

わることにはそれぞれ大きな個人差（経験の差）があ

り、それこそ練習をしているわけでもないと、認識しま

した．．その’］Cにより、f’tfてがうまくいかない親たち

をs’tめるよりも、まずは気持ちを受け止め、少しでも

白信を取り戻すこと、また経験や体験を増やしていく

こと、なおかつ学べる場llliやきっかけを作っていくこ

と、そして長いHで見据え、小学牛や中高，1・1などもそ

の・貝として幅広い年代や地域のlllでの交わりを増や

していくことが大切だと考えました，．

7．「教わる」から「教える」へ

　私たちの1呼びかけに、近隣の叩学校が呼応してくれ、

夏休みに中学生たちがボランティアきてくれることが

ここ数年続いています．中学牛たちははつらつと遊び

にきますが、いざ赤ちゃんを抱っこするとなるとおっ

かなびっくりで、躊踏してしまいます．そんな時に活

躍するのがお母さんたちです．．．「怖くないよ、大丈夫

だよ、そっと首の後ろにf’をあてて」とやさしく教え

ています，、しかしそのお母さんもつい先llまではおっ

かなびっくり赤ちゃんを抱っこしている人でした，．私

たちはいつの間にか今の親たちはいつも教えられてい

る人（支援されている人）といった固定概念を勝手に

つくっているのかもしれません．．、教わるものから教え

るものへの転換を間近にみた私たちは、親が育ってい

く為には、titに勉強をするということだけでなく、多

くの人との出会いや交わりの中での有機的なつながり

が同時に必要なのだと感じました　ですからr・育ての

支援や親育ちを考’える吋には「制度があるからやる」

1．ダメな親を指導する」のではなく、常に何が必要で

何が足りないのか、現状はどうなっているのかをしっ

かりととらえたヒで活動を創っていくことが大切だと

」忍います、、

8．最後に

　最近ではr・fiて支援を考えるll｜で、「親たちを肖9定

的に受け1ヒめよう」という言襲が定番になりつつある

と思います，．これはとても大UJなことで、親たちを迎

え人れる基本中の基本だと思っています／、しかし11Sに

は「それだけでいいのかしら．」［何でも受け人れるこ

とが大切なんでしょうか？」といった疑問の声をいた

13　1U：界の児｜’i宝と母朽／



［特集］親育ち・親育て一乳幼児の親のトラブル解決への途

だくこともあります。私はいつも、「良い、悪いと．二

つに分かれる考えではないと思う」と答えています、、

むしろこの1．速を心底素直な気ト》ちでそれこそ「受け

IEめ」られるには、支援者白身も様々な葛藤を乗り越

え、1’1分rl身も受け入れられながら、学びあい、支え

あっていく中でその「『葉が実感として思えるようにな

っていく、そんな過程が必要なのではないかと思って

います、，今川は紙而の都合ヒ、様々なグループワーク

や懇談会、当事者参画の活動や1：，Ii三企画など行ってい

る活動の詳細をお知らせすることは川来ませんでした

が、｜．1の1∬の現状をしっかりととらえ、そこで親たち

やボランティアの方々と・緒に悩み、またそこから新

しい活動の芽が生まれるという、私たちの思考の過程

と活動の・端をご紹介させていただきました　、・‘しかし

ながら現場での思考には限界もありますc，その為にも

調査研究の普及や、現場と．研究者・　ili民との連携など、

r・育て支援がよりいっそう広まり・深まり、愉が広が

っていくことを願っていますt．、

参杉文献

1，「私の園はr育てセンター」新滞1戒治、小学館、1995

2，「f’tiて支援はじめの・歩」新洋1滅治、小学館、2｛｝02

キーワード：親子の姿から学ぶ

　子育て支援はとかく何かをずる、してあげるといったスタ

イルになりやすく．常に自分たちの活動を問い返し、振り返

ってみることが大切だと思います。

Ill：界の児童と母性　1rl



匿霞親育ち・親育て一乳幼児の親のトラブ1レ解決への途

日本と海外の乳幼児の親の状況／日本

　　　　乳児院における

関わりの難しい保護者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　ら　た　　　　　　　こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治乳魍醒平田ルリ子

1．はじめに

　乳児院に対する社会的な要請は、∫・ども虐待の急増

や家庭機能の脆弱化という社会背景の変化によりr・ど

もの養育に加え保護者や家庭を視野に人れて支援する

方向となった，．従来、乳児院はr・どもの養育を担当す

る11（門機関であり、これまでの保燈者対’応は、子ども

σ）抱き方やおむつ交換・沐浴・授乳の方法などの育児

技術的支援・指導を11i心に行われてきた．．保漫者へ育

児方法を援助するという育児支援は、育児不安を解消

し家庭引取につながるという効果を生むことも多かっ

たが、近年育児技術的支援のみでは「∬足りない、とい

うよりそこまでに至らないケースが増えている．．．

2．関わりの難しい保護者の増加

　乳児院の人所は、在院朋則が短朋のものと長期のも

のに両極化する特徴がある．．前者は家庭機能にあまり

支障のない「保護者の人院や次r川産」などで、乳児

院がその期間家庭機能を補完することで、家庭生活は

継続される。後者は家庭の養育機能に示：大な支障があ

り、r一どもの家庭復帰が難しい場合である，，家庭支援

㌧111“1相談貝が配置され、保護者への支援が積極的に行

われている今、保、漫者課題の複雑さはより顕著になり

つつある。精神的llU｝E”および問題行動を認める保護者、

家庭機能の歪みによる問題を抱える保護者など、多く

の乳児院が関わりの鮒しい保漫者を体験し、その対応

に1‖’1慮している、、

3．「乳児院における関わりの難しい保護者への

　対応マニュアル作成に関する調査研究」を通して

　’1ξ成19年2月に報告された「乳児院における関わり

の難しい保護者への対応マニュアル作成に関する調査

研究」（・ヒ任研究者：ILI崎知克）の内容を紹介し、保護

者支援のあり方の示1唆としたい［t

　全国の乳児院（120ヵ所）に実施した関わりが難しい

保護者に関する調査票（個人票）の集計にて、総1日1答

数201’1［例を得た。∫・どもの人所理川分類（※1）にお

いて、虐待（身体rl勺虐待，ネグレクト，虐待予防）を

t訴としたものは61　llf・例（30％）に過ぎなかった。本

調査の201例は、親に多くの問題を認めていた事例に

もかかわらず、人所時には親の方の困難感しか検川さ

れておらず、その影響を受けている’r一どものアセスメ

ントまで至っていないことも明らかとなった。また、

特筆すべきは保護者への対’応を行った職貝161名が対

応困難感および梢宇llr的影響を示しており、深刻なバー

ンアウト状態を生じていることである，，

　報告1り1は「関わりの難しい保護者への対応について」

以．ドのように考察している。

〔1）乳児院における夜間対応職員配置の少なさ

　施設状況調査票から家庭支援．～引‘‘1相談貝（FSW）の

配置は、ほとんどの乳児院においてなされていたが、

15　｜Lt・　i＃の児砂と母性



1．特肖ヨ洩育ち・親育て　乳幼児の．硯のトラブル解決への途

※1「子どもの入所理由分類」

その他／2件（1．0％）

虐待予防（DV含む）／10件〔5．0％）

ネクレクト／2

身体的虐待／30件（14．9％

その他／13件（65％）

親の拘留／5件（2．5％）

親の行方不明／5件（2．5％）

　　親の発達障害／12件（6．0％）

　　　未熟な親／1件（05％）

離・／1・件（・・％ワ

　　　　　　親の精神疾患入院／4件（2．O％）

※2「親の医療機関受診状況」

母未婚・婚外子／12件（60％）

親の入院／5件（2．5％）

の精神疾患／67件（33．2％）

心理担’1］職貝の配置では、乳児院の28％にしか配置

されていない．また、85％の施設で保育十が．親対’応を

行っていたが、夜勤帯では保育1：・人が10名以［一．を

みている施設が69％となっており、夜勤帯に保護者

が対応困鮒な行動にでた場合の対．策がとられなけれ

ば、∫・どもの処迎にも影轡がIIIかねない’∬態である．、

夜勤帯は、∫・どもの養育に必1友な最低限の〕1龍U配置

（▲5分間隔σ）子どもの状態確認、温度・湿度などの環

境設定、人眠介助、授乳、おむつ交換、夜間覚醒の対

応、投薬、病児への対応など）に」，！一つくものであり、

それ以外の対応は想定外であるtl実際に関わりの難し

い保護者との川題は、児童川談所対『応できず、職貝数

の少ない夜川’li；二に集中しているという現状である、．そ

のため、夜問情の職U配il’～増加が急務である、．t

（2）乳幼児入所事例における

　　親子へのアセスメント不足の現状と対応

　　閃わりの難しい保護者に関する調査票について、

今II11収集した201　L］‘例では、親に何らかの問題を認め

ており、親機能の改沖がないままに再統合を行えば、

i”どもの状況は虐待（少なくともネグレクト｝になる

ことが強くP想される報告内容であった．．、それにもか

かわらず、乳児院人所川点で：IO％としか∫・ども虐待

を検川できていない状況があった、．これは児1’『［相談所

における乳幼児事例の親rへのアセスメント不足が明

白な原1尺1といえよう、、

　児童相談所での・llJ保護というプロセスを踏まずに

直接委託・時保｝｛芭および措置人所となる現状に対1、6す

るために、乳児院にて行動観察、医学的診断、心理的

診断、社会的診断を担うために必要なΨ門医師（小児

科・医、精“11科医）、家庭支援専門相談貝、心理担当ll哉

貝、行動観察のための職貝配置が急務と，i↓Lわれるt．、

201事例のすべての保1護者において、柑ll1的川題およ

び問題行動を認めていたにも関わらず、医療機関に受

診していない保護．者が33％（※2）いることは驚きで

ある．、心理担．当1胞工のみでは保護者の精神的問題にす

べて対応するのは困難であり、精神科の受診を勧めた

り、精神科医師との連携なくしては対応が難しい，．

（3）乳幼児事例における親子再統合の困難さについて

　［ll”tとなる保護者の人物については、母親が55％

と最も多く、乳幼児の再統合を杉える際の1こたる養育

lll：界の児童と1り：Vll　l6



「

止

・

．

｝
：
”
、
・ ※3「親の人格的・精神的な問題」

■自分の話（悩みや大変さ）を聞いて欲しい…75件／8．4010

■被害者意識が強い・…・…一・・……・一・－73件／8，2％

■傷つきやすい　・一…・…・…・・……・…・……・60件／6．701・

■攻撃的な行動…・……………・……………・54件／6．1％

■職員への暴言…………・…………・……・…54件／6．0％

■気分により子と’もへの態度が変わる　・・・…54件／6．0％

■子どもへの愛情表現が乏しい　………・…・・53件／6．0％

●嘘・ごまかしが多い…………・……・・……51件／5，7％

■面談中、話の脈絡が合わない　・…・……－43件／4．8％

■時間外又は突然の面会……・………・…・…42件／4．7％

ロ規則を守らない　一…・…………・…・一・…38件／4．3e／o

■面会中ポーッとしている　・・………………・36件／4．OOI・

■執拗な電話　一…・……・ttt…………・・…・一・35件／3．9％

．者である1リ：親の問題が多いということは、山：統合をよ

り慎lrcに行う必tVIVJtあることを’」こ唆するものである．、．

約’P数の保護者に精神疾思を認めており、再統合のた

めには育児支援のみならず、保護17への梢神科治療に

よる改■が不1∫r欠な状況が示唆された．保護者』の精神

科治療が進展していない状況では、家庭支援劇‘iH｛1，i’k．

Uや心理担’itllllt　l　iなどとの人問関係を1乍りにくく、ま

してや非Ii”，lll，的な存在である乳幼児とよい関係を構築

していくことはとても難しい　乳児院としては、この

ような状態の親の機能を改曽していくことには限界が

ある．この現状を踏まえずlll：統合を強行すれば、よい

関係を築けない乳幼児は家庭でネグレクトの状態とな

り、1り：虐待のlir能’IVIIが否定できない．

（4）乳児院における人格障害を持つ保護者の

　　実態と対応の困難さ

　「親の人格rlり・梢神的なllll題」（※の行動特微は、保

護者の精神的問題にII｝（因することは容易に想像され

る　「面会するHによって1人格が違うq6％｝「1’｜似

行為U〔｝％）」からは、解離性障巾など保護者の深い

精神病埋を伺わせる所見も認めた　この項llでは人格

障害の行動特徴を列記して質川しているが、有効川答

放が最も多かった　このことは、乳児院において梢神

科でも治療困難と、1われている人格隙害を有する親へ

［特集i親育ち・親育て一乳幼児の親のトラブル解決への途

■面談中に、能面のような顔で表情が無く、反応に乏しい　……34件／3．8％

■面会する日によって人格が違う　……・・…・……・・・…33件／3．7°f。

■親の発達障害　…・・………一・・一…………一・…－30件／3．4％

■面会中に、まとまりのない会話をしたU、突拍子もない行動をとる…28件／3，2％

■自傷行為（自殺等を含む）…・・……・…………・・…－21件／2．4％

■子どもを拒否する　・・…………一・・……・……・・……・19件／2．1％

■幻覚・妄想がある　・………・………・…・・……………・14件／1，6％

■薬物やアルコールの常用　t・t－tt……・…・…………・…13件／1，5％

■放浪癖がある　・……・…………・………一…・…・・…・・12件／1．4％

■面会時に飲酒や薬を使用してくる・…・……………・…8件／0．9％

■職員等への暴カ…・・…・・……・…・…………・・……・……7件／O．8％

■施設内の器物等の損壊………・………・……・…・・……・3件／0．3％

の対応を辿られている現状を示唆しているc．人格障古

は不1’分な養育環境、母性の欠乏、∫・ども虐待により

川じる病態であることが知られている　ケースワーク

不足により親の被虐待歴では不明のものが多いが、親

の人格障害の多さは被虐待体験を持つ親の多さの証明

なのである．

　「家庭機能の．歪みに関わる問題」で明らかになった

のは、両親のよい関係ができていない中で、乳幼児に

とって安全な養育環境を．作ることは困難である　特に

DV家庭やDVの存在そのものがr・ども虐待であり、

夫婦問勘燦の問題が根深いため、Ilf統合よりも被書者

（多くは母親）の保護が優先される、、

　「地域や関係機関に対する親の疎通性に関わる川題」

では、乳児院とのよい関係がもてない保護者の多くが、

地域や親・親族との関係を円滑に保てていない状況で

あった、．保護者の被虐待体験がありと判明しているの

は52bll’・例で、不明は91’J　f’例に及んでいた．非虐待体

験を持つ保渥者はll批llの歪みが人きく、他M一との感惰

や経験の共イf体験が少ないため、誰かとのよい関係を

持つことは難しい、．そうした影響が親の疎辿性関係し

ていることも想像され、実際に被虐待体験を持っ保li隻

者はもっと多いものと思われる．：乳児院にて保護者と

のよい関係をつくり、その絆を地域や保漫．者の他の人

17　［［）：　bVの児瓶と母刊三



［特躯］親育ち・親育て一乳幼児の親のトラブル解決への途

川関係に引き継いていくというきめ細かい支援が、子

どもとの川二統介に際して必要と思われた．、乳児院を含

めた地域とのネットワーク作りなど、関係機関連携も

不n∫欠である。「その他」では、「執拗な関与・引取り

要求（22％）」と多い。乳児院に対する親の行動は、

ちょうど小さな子どもが親に対して行う試し行Z｝（わ

ざと悪い行動をして母親の反応を見る）のような行動

とも推察される、、・Jiで、児酬1談所からの十分な説

明がないため、親の不満が乳児院へ向かっている現状

とも想定されるため、今後の改沖が望まれる．、

〔5）関わりの難しい保護者に関するヒアリング調査

　全国12施設の乳児院においてヒアリング調企を行

った。関わりの難しい保護．者（各施設2～5例ずつ）合

計28事例について詳細に検討を加えた。28事例の．1民

複を含む内訳にて、親の精Sli　rl｛J分析では、人格障害25

例、梢神発達遅滞5例、解離性障害4｛列、統合失調症3

例、うつ病2例であった，，被虐待体験のある．親は18例

で、そのうち］．6例は幼少期に性的虐待（虐待の89％）

を認めていたr女性の人格障害において、幼少期の性

的虐待被害の存在との関係がポ唆されている。被虐待

体験のある事例の親にはすべて人格障害を認めてい

た．DV被害は4例に認め、近親者や家庭内性虐待を

認める非常に複雑な家庭ri勺問題を持つのは3例であっ

た。

　関わりの難しい保護者は、幼少期からの11S待にはじ

まり、人格障害という愛着障］i⊆の果てに至った、「か

っての可愛そうな子どもたち」なのである。f’どもを

持つことで初めて親として支援の光を当ててもらえた

保護者という「子ども」と、虐待されて傷ついている

r・どもの双方への治療ncJケアを行うことが、乳児院の

親子川1統合に必．要なのである。

4．おわりに「今何が必要か」

　家庭機能低下は、乳児院の家庭復帰率の低ドとして

も現れている、、乳児院における家庭復帰率・は70％を

1｜iめていたが、平成7年度以降減少し続け平成17年度

は59％（’r成17年度全国乳）E院人所状況調査）であっ

た。これは昭和36年の入所理lllに父母不明が多かっ

た時代に近い数字である、，これからも、保護者および

家庭の養育能力の低ドがますます拡大増加していくだ

ろうと予想すれば、保護者支援にはもっと多彩なメニ

ューをケースバイケースで選択できることが必要だと

考える、、そのための法体系の整備は急務ではなかろう

かt．．困ったときに、どこかで維かのT：を借りることが

できる、点が線となる柔軟な．支援のネットワークがな

ければ． r・どもは救えない、、乳幼児期の虐待は、生命の

危1倹も大きくその後の入格形成に及ほす影響も大きい

と．言われている。虐待の対応においても乳幼児期が極

めて重要であり、この時期に適切な養育がされれば心

身の［i」［復・改善の可能性も高し㌔また、∫一どもが親を

求める乳幼児期は、適切な保護者への支援がなされれ

ば親子関係の改善・τ1∫構築の可能性も大きいのであ

る。；一　r・の再構築の．1可能’ドkのある時期を逃さないため

にも必要な支援を行えるような杜会でありたいと願う、、
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キーワード：関わりの難しい保護者

　［関わりの難しい保護者］の定義は、①子どもの視点に立

つことや、非言語的な子どもの気持ちや考えを理解できない

こと　②子どもよりも親自身の立場や考えを優先してしまう

こと　③子どものよい支援や環境調整のために必要な、子ど

もの専門家とのよい関係を築けないこと　このことは、保護

者の親としての役割の暖昧さと、親および家族の機能の低下

にも間係がある。不十分な親機能の状況は子ども虐待〔ネグ

レクト）の原因となる。

肚界の児童と母性　18



国糖ち・縮て一乳幼児の親のト勃レ解決への途

日本と海外の乳幼児の親の状況／日本

親⑳消費者慕向・生活志向

　　　　　　　　　たけながのぶゆき

椙山女酬1蝉搬武長脩行

1．はじめに一子どもを持つということは

　近年、わが国は所得格差が拡大・固定化しつつある

と言われているが、他の先進国と比較して、世界でも

有数の経済的に概かな社会である。一・方では急激に人

口構造の少子化が進行し、結婚しても☆が働き続ける

カップルも増え、シングルズも男女を問わず増大して

いるtt　2006年には、合計特殊出生率は前年のL26か

ら1．32へと1却・したが、この傾向が今後続くかはまだ

確かではない。川牛率が減少から増加に1転じたフラン

ス1．94、スウェーデンL77に比べるとはるかに低い。

　わが国ではr・どもにかける費川は高い，，筆者は親…r・

への金銭教育の必要性に力を注いできた。そこで、現

在、幼児を持つ子育て中の親たちの消費行動やll々の

金銭管理の仕方が将来の大人になった時の子どもに人

きな影響を’チえるという視点に、ン1ち、その現状、問題

点と対応について述べたい。

　最初に、なぜr・どもを持つのか、持ちたくないのか

について、経済学の視点では子どもを持つ費川と期待

される利益（便益）を比べ、便益がより大きい思えば

fどもを持とうとし、費川がよりかかれば持とうとは

しない傾向になろう、、もちろん便益には経済的便益だ

けでなく非経済的便益もある，，その価値は時代ととも

に変わる。農業社会では、，r・どもの養育は後継ぎとし

て、あるいは労働力の確保であった。発展途上国の川

生率が高い理川のひとつである、，日本や韓国では、儒

教的伝統もあり、親の老後やケアをしてくれるという

期待もあった。梢神的、経済的リスク回避のための保

険的な役割も期待されよう。わが国が高度経済成上ξを

達成した、1960年代後’1’：以降に生まれ育った現在30

代以下のllヒ代にとっては、このような経済的価値を理

山に子どもを持つ考えは大きく変化してきたのではな

いかoノーベル経済学賞σ）G・ベッカーは、「経済が

発展し豊かになるにつれ、人々の関心はr一どもの数か

ら質の向上へ向かい、．・人当たりに投じる費川は拡大

する」と述べている。今や子どもを持つ価値は、少な

い子どもに多くの愛を川ぎ、その成長を通じて親自身

も生きがいを感じるといった消費の側而が強くなって

いるといえよう。親同士が子どもをめぐり、比較し消

費するという相対所得による行動にも影響される。と

もすると家計の所得水準を超えた消費行動を取りがち

である。

　生まれてから大学卒業までの子ども一人を育てる全

費川はどのくらいかかるだろうか，、費川には授※料な

どのl／E］：接的費川と、大学進学せずに4　’・1三1‖j働いたとし

て得られる収人（ベッカーのいう放棄収入）がある。

この放棄収人額を含めて大学進学の費川を司’算しなけ

ればならない。さらに子育て期に女性がそれまでの仕

事を辞め育児にΨ念した時の機会費用としての逸失額

もあるc，それらを費用として加えると7、OOO万円を超

える（低めの川産退職後パート・アルバイトとして∫・

19　111：界の児童と母性



［特集］親育ち・親育て一乳幼児の親のトラブル解決への途

どもが6歳でll蹴職した場合の放※収人は4、913万）

というデータ〔‘’もある。

　またPどもに費川をかけることと1F．などの1耐’久消費

財を買うことを比較し、どちらかを選択することもあ

ろう。日常の外食等の食費、衣服、習い事費川もある。

企業もf’ども11f場が実は質だと捉えているtt例えば衣

服は、∫一どもは成長が早く、次々とサイズやファッシ

ョンの傾向が変わるので、親はかつての兄弟の多かっ

た時代のようにお古を利川せず高級ブランド衣服を買

い与える。

　教育では、首都圏では、小中高から私立校に人学さ

せようと、小さい時から熟に通わせ、英語が将来必要

だと、ゼロ歳からネイティブのIUO：入れたりする、t子

ども関連市場は今や12兆円という推計（矢野経済研究

所〉がある、，

　r・どもが小さい時、おこづかいの与え方も当初は親

が管則し、好きなものを与えがちだ，t高学年になると、

携帯電話、インターネット川のパソコンを使わせる親

も増えているc若い［JI代θ）母親たちは「デジタルママ」

とも言われている。子どものおこづかいの正昧の額は

毎月決まって与える額プラスおSL，r・や飲み物代、携帯

電話代、インターネット利川代、衣服代、習い’∬代な

どをトータルで計算すると、相当の額だ．

　このような環境で育った子どもたちの消費行動ある

いは金銭管理の行動はどのようになるだろうか。親が

「浪費型行動」を取れば了どもも浪費型行動をとるの

はi三「うまでもない，、「親は子どものモデルである」。

2．親の消費行動と子どもへの影響

　ここでは、若者llt代から30代の消費行動の傾向に

ふれておきたい。企業は新しい若い世代の親たちがIH

現したことにより、従来のビジネスモデルの変更を迫

られている。消費者の多くが、自分の価値観をしっか

り持って生活を鼎：かにするものは、バプル以降の平成

不況もあり、価格に見合うと認めたうえで購人する傾

向が定着してきた，、20代後半以1：の才’《者｜1ト代は、高度

経済成長が頂点に達した1970年代に生まれ、モノに

不自1｜．1せず、豊かに育ってきた。過保護世代などとい

われる。豊かさが当たり前だから、「白分探しllJ：代」

として、「お金よりも白分らしさを．屯視する」人生観

を身につけた。この1i｜由であるだけ、逆にどのように

生きればいいのかを迷う［IL・代でもある。この自分探し

というのは80年代にltiてきたタイプのイデオロギー

である。その理ll1の1つは市場の要請で、60年代まで

はH本の消費単位は、家庭・家族だった。それが80

年代に入って市場を大きく拡大するには、消費lr、位を

家族から個々人に細分化することにより需要は拡人す

る。その結果家族の解体が進行したと内川樹は指摘し

ている，

　自分探し［ll：代は価値観多様世代として、ひとりひと

りに重きを置く世代である。　・方、若者11ヒ代に、近乍、

引きこもりが増え、自分探しという理山で、自分探し

が自分の外のどこかにあると思いがちだ、杜会という

現実を知り、特に職業、仕’li・を通じて白分を突き放し

てみることにより、白分を相対化することも必要であ

る．

　では、30代の子育て夫婦の消叱呈行動はどのようなも

のであろうか。9歳以ドの子どもを持つ家族を対象と

した博報堂の調査結果（2006年8月）’L’］を参考に考え

てみようL「

　子どもには親を含めた複数のポケットがあるといわ

れてい70　，．この調査では、．．・人の子どもがもつ平均ポ

ケット数は約7つ，，母親、父親、机母（母方）、祖母

（父方）、祖父（母方）、机父（父方）、さらに叔父・叔母

やその他親族’両親の友人なども加わるuポケット金

額は、合計して「年間約43万Illの支lli」。ポケットIH

現Ill1数は、・一・ヶ月’P均10．1　bli｜で、これは3nにユ度の

割合で、年聞約120回のプレゼントがなされたことに

LU　一の児童と母性　20



特集］親育ち・親育て　乳幻」児の親のトラブル解決への途

なる，，母親の満足度が高いのは「祖母（母万）ポケッ

ト」である．，名づければ、祖父母は「大B’ポケット」、

両親は「’肉｜ポケット」である，111‘」親は厳しく育てよ

うとし、祖父母はll’・tbかして育てようとする．　f’ども

はこれら人入の動きを見て、それぞれに応じた態度を

とるようになる．その家の金銭教育のノ∫針に2つのダ

プルスタンダードができてしまう，、これが∫・どもを人

きくIl’やかすことになるので、わかりやすいひとつの

方針にすべきである，．

　「．イベント支出（お祝いポケット）1のトップは、祖

母であり、け親ポケットは、「r・どもががんばったこ

褒遼に」や「子どもの健康や発達のために役、lt：つから」

が飛び抜けて多い．これに関連してテストの成績が良

いとこづかいを増徹して褒）ミとして∫j・える親もいる

が、これはtJLえるべきでないだろう．，勉強は親のため

にするのではなく、rl分rl身の将来のためにするので

ある、．このj‘∴1：をJ：どもに対して明確にしないと、f’ど

もが勉強嫌いになった時にどうしたらよいか分からな

くなってしまう．

　また、「人人のノゴが」「tどもと　一緒に遊びたくて」や、

「rどもよりも、大人である本人が欲しくて（rl己中ポ

ケット）」といった人人の都合で、∫・どもに買い与え

たりすることも多い。∫・どもをだしに自分も習う動き

もtBている、

　高度’1’1‘川乏社会が進行中である　「．デジタルママ．．川氾

通調査）‘・‘／が20代後’i”から3｛｝代に増えている．2〔）（）0

年6月の調杏データはtliいが、デジタルママの特徴を

表しているので、紹介しておこう．デジタルママたち

は、11．伽期間で急速にインターネット先進ユーザーに

なった、2．’デジタル製品の所有率がll’δい、：3インター

ネットサービスの利川率が高い、4イン．ターネットサ

ー ビスの今後の利用意向も高い、

　このような母親の川活行動をf・どもたちは毎ll繰り

返し！L［ている　あるいは・緒にパソコンを触ったりす

る、同じように買い物行動にr・どもたちもついていぐ，

日々の親の生活行動がr・どもたちに大きな影響を∫j・え

ていることを親は認識して、親は白分たちの消費行動、

貯蓄行動、情報行動をチェックしてf’どもたちに教え

なければならない，，

3．長期の視点、ライフサイクルから見て

　子どもにいくらかかるか

　毎）Jの短朋の支出や消費とともに、より長期の視点

から、ライフサイクルのそれぞれのステージでどのく

らいお金がかかるかについて、総務省の「全国消費実

態湖査」〔【6年）のIU：帯類型別の年齢別データの分析

を紹介しよう（第・生命経済研究所橋本択摩パ，設定

されたモデルでは30代IYii　・F：に∫・ども：人をもうける

標準rl勺な阯帯σ）・生川にわたる家計の収支状況を、第

　・∫・のライフステージの変化〔高校生、人こ学生など）

を基準に計算したものである：

①30代に出費は膨張する。

　30代になり、結婚・1日産を経て1［i：・lit：人員が増えると、

’ビ・’茨糸f費も増加し、　一ケ）］の消費額は30万川程度ま

で増人する，内訳は、住居費や交通・通．信’1　itの負担が

依然として高いほか、出産・育児に伴い、医科診療代

や紙おむつ代などの「保健医療」費が増加し、「光

熱・家」い被服」といった生計費も膨らみ始める　ま

た、作宅を購人する川：帯も増えることから、負債現在

高が貯蓄現在il、エ5をヒ回るようになり、住宅ローンなど

の「1’．地家屋借金返済」も1肋祝できない負担となる．．

膨張する川費に対’し、家計が厳しい局而に濃し掛かり

始める時期といえるだろう、

　もっとも、30代には家計所得も増加するため、家計

が赤㍗に陥るリスクはまだ低い，しかし、40代となり、

r一どもが小学生、中学生、高校生と成長するにつれて、

所得の仲び以ヒに教育費が膨張し、次第に家計を圧迫

してくる、，

2｜　ill：界の児苗と母性



［特集］親育ち・親育て一乳幼児の親のトラブル解決への途

②40代は月40万円突破する。

　長∫・が小学生の時｝こ「教育」にかかる費川は　’ケII

’i

tたり1．8万1‘1、中学生では32ノ∫円、高校生では62

万円と、ほぼ倍々ゲームで増加していく、．こうして世

帯じが40代後’lf・となると、　・ヶ月の全体の消費額は

40川llを突破、消費実態調査の年齢階級別データより

算川されるIl∫処分所得46．5川ijの水準に辿り、家計が

赤字に陥るリスクが高まってくる．、

③50代は赤字転落する。

　そして、r・どもが大学生となる50歳前後では、人

学の授業料など教育にかかる費川はJIL4．5万円に達

し、全体の消費額も56．1万1Lilにまで膨らむ、，この消費

額は、この吋期の1‘］’処分所ll｝48．2万1【」をlzl｜11り、家ll’1’

は赤字に転落する、、

　このようなデータから，1えることはtより長期の生

活設計を絶えず基本におき、それを途中で修正し、よ

りよい計画を実行することである。その基礎がll］々の

生活行動であるのはいうまでもない。

4．どのように金銭教育をすべきか、その方法は

　「親はr・どものモデルだ」と先にのべた。親がまず

白分のための金銭教育をスタートしよう。そのために

はn分の消費や貯書ミへの日々の習慣的な行動を矢［｜るこ

とからはじめたい．，私が驚修翻訳したアメリカの金銭

教育の『お金は木にならない』囚では、著者ニール・

ゴドフリーは簡tp．なテストによるチェックを提案して

いる（ド記の表）。

　質問の．u（駄6×71脚に「はい」と答えた人は、貯蓄

型である，t12’）［13．1．亙X9、働に「はい」と答えた入は浪費

刑である．「はい」の数を集計し、「はい」の数が多い

方が、今のお金に関する現状である，．

　ゴドフリー「金銭教育は3歳からスタートすべき」

として、r・ども名義の貯金通帳を作り、おこづかいの

管理も親が手伝いながら、基本的には∫・どもに任せる。

白己管理することを小さい時から養うことが目的であ

る。そのためには少々の失敗もUをつぶるt・tおこづか

い帳の記帳の習慣は、予算を立て、計画的な支川と貯

蓄習慣が身につくので、有川なノ」法だ

　金銭教育の内容は、第・に、金銭（貨幣）の機能を

〈「貯蓄型」か「浪費型」か〉

①　もらったお金は貯金しますか？ はい 　　“いいえ

②　お金をなくしたり、置き忘れたりすることがよくありますか？ はい 　　一いいえ

③　「これはいい」と息ったものは買ったほうがいいと思いますか？ はい 　　一いいえ

　　「友達が持っているから」「テレビで見たから」という理由で④　　買いたいと思うことがよくありますか？

はい 　　、いいλ

⑤　自分が持っているお金をちょっとでも使うのはいやですか？ はい 　　一いいλ

（6）　預金通帳のお金が増えるのは、とてもうれしいですか？ はい 　　・いいλ

⑦　落ちているお金を見つけたら、わざわざひろいに行きますか？ はい 　　一いいス．

　　欲しいものを買うために貯金をしたのに、⑧　　結局それを買わなかったということがありますか？

はい 　　一いいえ

⑲　旅行に行くと、友達みんなにおみやげを買って帰りますか？ はい 　　一いいえ

⑩　気分を晴らすために買い物をすることが、よくありますか？ はい 　　一いいえ

［U：界の児童と母性　22



［特1灼親育ち・親育て一．才L幼児の親のトラブル解決への途

確認する．親が勤労し、その対価として収入（金銭）

が獲得されることを理解させよう、おこづかいが不足

の時には、お「伝いやアルバイトをさせ、お金のfllli仙

を分からせよな、「金のなる本は存在しない」のだ、

またII々の消費行動、特に泊費者教育、環境教育との

関連を教えたい．貯蓄のlmtjは使うことが11r］9であり、

H的に応じて短期、il‘朋、長期の3つの貯蓄に分けて

考えたい

　第1にf’どもの発達段階に応じて教える．．特に「「1

分で考える力．」を身につけることが．1∫t要だ、．広くは経

済教育が必要だ．そのために親が縮斉教育に関心をも

とう．

　第ミに、インターネット網を叩r杣とした高度怜報杜

会の発展は金銭教育にも深く関連している　現金と異

なり、「！Llえないお金」であるクレジットカードや氾

∫・マネーが今後ますますi％及し、コンピュータと通信

が結合したインターネット販売や、携帯電話のクレジ

ソトイヒも進行し、rili費者トラブルに巻き込まれやすい．．

　金銭教育の1M〈Jは、賢い消費者の育成であり、1．1”］

分で意思決定できる能JJを育成する」ことである、そ

のために、まず情報の川解力と分析する能力、そして

最終的に］’1　Li▲Vtflが求められる．そのような刀を身に

つけるには、小さい時からの金銭教育が必要な1呼代に

なってきた．

‘j］i“文1斌

q）『国民川活1’111ド』’ド成17年度版

C2）111i：報常湖在「．母親に聞いたf・どものボケ・ソト実態調介

　　c2〔｝06年81D

（：S）戒通調☆「デジタル・ママ実態捌在」（20〔泊ηこgID

（．1）橋本択摩1・ライフステージ別にみた家‘1’i』の赤字転落リス

　　ク～’ヒ況i汀」イ量循rlは2億［・iJ巡｛、50’：礼前後｝二人きく膨らむ家

　　fil’消費一｜s　『Ec〔〕llo［11ie　Trc11〔ls」　〔2006年1川P

（5）ニール・ゴドフり一〔武長情行監訳川’お金は木にならな

　　い」、東洋経済新服社

キーワード：機会費用

　あるものの費用は、それを得るために放棄したものの価値

である。その放棄したものを、そのものの機会蜀用と呼ぷ。

例えば、子育てのために、これまで勤めていた仕事を辞める

場合、そこでそのまま勤めたとして得られるはずの給与が子

育て鍵用である。また、大学進学した場合、高卒後4年間

働いて得られるはずの収入は大学進学のための機会費用であ

る。そこで私たちは何らかの行動をする際、意思決定をする。

その時の各選択肢にどのような機会費用が生じるかを認識

し、意思決定すぺきである。

23　川：界の児1†flと母†生



閥自親育ち・親育て一乳幼児の親のトラブ戊レ解決への途

顧黍宏潅外の乳幼児の親の状況／フランス

子どもを奉福にすることが
　　　　　　できるだろうか？

　　　　　　　　　　　上駄学姻語学緻授ミュリエルジョリベ

　円1目会1遊の折に、小児科医であり家族関係の㌧㌧q且嫁

であるアルドナウリ1．は、次のように述べている、，

・1011i前には、親たちは小児科医の所にf・どもを連れて

くる時、r・どもが死なないように、又よい健康状態を

保てるようにと思っていた，しかし’＞11では、どうす

ればうまく∫・どもを育てることができるか，また、ど

うすればr一どもたちが精神的なバランスを得ることが

できるか等について相談にくる、，「とはいえ小児科・医

は、彼等の要望に応えられない「両親の言い分に気を

つけながら身体のP当をすることしか山来ないのであ

る．」u．e

　日本と同様にフランスにおいても親たちが、とりわ

けr・どもたちの・1儂福に関して案じていることは確かで

あるc，ダニエルマルセリ：“が強調しているように、

かつてはf・どもを幸福にするより、∫・どもが父親の職

業を継承するように導く方が、より易しかったといえ

るだろう

一絶対的な幸福信仰

　フランスが力トリック社会でなくなってから：／、幸

福は真の信仰になっている。しかし・ド福利ややこしく、

不確かなものが他にあるだろうか？　宮，1｝：『失われた

∫・ども期』の］1［で、社会学者・人川学者であるルイ

ルッセルは「∫・どもたちの問題を解決するためには彼

等を・柑愛することだけでは充分でない」と述べてい

る。学業での挫折、うつ病、暴力、権威の失墜等他の

深刻な状況について語っている、、

　アルドナウリも母親や両親の過W：護に起囚する問

題、つまりr一どもたちの成熟の遅れ、睡ll民障害などの

行動障害、発育や学業の遅れ等の増加が1川つと述べ

ている

一幸せであるはずなのに、子どもたちが不安であ

　るようにみえる。それはなぜだろうか？

　見かけはll1せそうなf・どもたちの不安の背後に、禁

1トの必要、制眼によって安心感を与えられる必要があ

る，、すべての小児科医、小児精神科医又はその他の乳

幼児のL｜∫門家達の聞では、制限の欠如ほど子どもを不

安定にするものはないという点を強調しつつ、きちん

としたしつけの方針がないと、J：どもが非常に不安定

になるという　’致した見解がある。自然に大きくなる

植物と違って、f’どもには成長するための体制が不1t∫

欠である．ルイルッセル6‘は、「r一どもは良く生まれ

てくるのではない．良くさせるのだ」と述べている．．

　「親たちよlNoというべきだ1」（マラプ）・小児梢

ト111医学者であるバトリックデラロッシは「どんな禁

11：もないしつけは体罰に近いともいえる、f可故ならr一

どもたちは成長するために制限を必要としているから

だ」とIVIvi’している，，これらの問題の裏には、　《禁止

は禁1ヒ》であることを高く強くL張する68年ll1：代の
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親たちの放任i義が・層進んだ結釆として、68年lil：代

の親をもったr一どもたちが非常に厳しく親のIH：代を批

評する状況になったことがあるT．日またドルトが68年

lll：代の親たちを支えてきており、彼女にも責任がある

というドルトバッシングがよくある　∫・どもは・つ

の人格であると叫びながら、門弟たちs．は「それは∫・

どもが　“小さな人間”、L’将来の人間”であることを

意ll未している　または禁ILや制限がいらないという意

吠ではない．」ということを言い続けた，、同様にこの

考えに同調するベアトリスコーパロワイエ川は「J：

どもはしつけるべき未熟な小tな個人であることを親

は余りにも忘れている傾向がある」と述べている、さ

らにフランソワズ　ドルトは次のように1「っている，

∫・どもの、・1’い分はすべて聞いて⊥’1い訳ではないし、親

はr・どもたちの友人でもない．ましてや、うち明け話

の川r：でもなく、IP親lll：帯でパートナー役割を果たす

ものでもない．

一子どもは打ち明け話の相手でなく、友人でもな

　く、夫の代用品でもない

　親の役11｝IIが本’1］に方2棄されれば、打ち明け話の相r一

を演じ、彼等は友人ではないことを忘れてしまい、親

は若者のような服装で若作りをL　E，’．i、　f・どもたちは親

と同じlll二代のふりをしながら大変1｜1・く大人になる、．そ

れは人が大人の年齢に向けて余りに早く到達すること

になるのだろうか，それは1［asにおける”パラサイト”

やフランス1映画に出てくる”タングイ“　1［「のように

1“・1親のところに、より長く居続ける傾向になるのであ

ろうか

一親が罪悪感を感じながら自分の勝手を許しても

　らうために、子どもたちのしたい通りにさせる

　ことは危ない

　ノこ婦愛が不確かなものになっている今U、親たちは

∫・どもたちの愛を失わない為に、ゆるやかなしつけを

するようになった．．又　r・どもたちに従うようになった

と云われる時もある，．／「私たちのr一どもたちは、愛が

うまくいかない川界ぼ、夫婦の絆が危うく不確かで不

安定なものになっている川界に向けて、旅耽つ」とダ

ニエルマルセリは解説している、、そして、これまで

城1｝愛の中で位置づけられていた数々の希望は、現在

ではr一どものノiへ移っている．1｜‘∫故なら、f’どもに対

する愛は絶対』的でまず消えることがないからである．、

また長い間愛し合うことが確かでない親たちは、f’ど

もたちを情熱的に愛するようになっている．この横す

べりは、ある郁の明らかに自己陶酔的な延長1り1‘：｛‘を

f乍りLげるという現象によって、容易になっている，

　肖1（婚ぺ♪家ljkU）複合イヒ（r〔：COIIIPositiOlls　fatni［iales）Cこ

よって、親たちはrl分たちに欠けていることの埋め合

わせをしようとする　これは、エブリーヌシュルロの

いうところの家族の編みくずし〔d（，tl・ic〔，1．age　famlliai）、

又は家族分解〔d6c〈｝mp（，g．　iLions　Camilia｜cs）1．1‘である．，

実際、r・どもたちにとって・1ξせな離婚というものはま

ずないとしても、現物でのどんな贈り物によっても槻

の不在やf’どもが親を必要とする時そこにいるという

ことを埋め合わせることはi1Slkないだろう

　現在、年々∫・どもを産むのが遅くなっていて1f’／、ま

た高齢川産が進むにつれて、両親はもはや闘う体力気

力をもっておらず、疲れてr一どものいいなりになるこ

とも多いとr・”！される　「人は対決したり、腹をたて

なければならないことなく、平和を維持するためにだ

めになってしまっている、家族の平和は・つの川想郷

である．．．（叩略）家族生活、それは絶え川ない争いであ

る」とダニエルマルセリは解説している、、

「」㌘どもたちに嫌われることも避けられないことで
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す」とベアトリスコーパロワイエは繰り返している、．

「そうです。子どもたちを欲求不満にすることを恐れ

てはなりませんk”．fraJ故なら、　r・どもの欲求のすべて

を聞き人れながら、親たちは大きな心理学的誤りを4U

しています」とクリスチャンオリビエは述べている。

「そうです，，教育は・つの難しい事業です。努力なし

にそこに到達することができると．考えるのは、誤りで

す」とクロードアルモスは告げている．，

ディヂェプロウも次のように強淑している、．「「1曜

lllに了・どもたちを退屈させても構いません。そして’r・

どもたちに嫌われても結構です。」r・どもを育てるの

がこんなに難しい時代はなかったであろう［V，，

0歳から18歳の問の教育費は、この30年1‖」ls）に4

倍になっているとはいえ、フランスではチどもを作り

続けている、、少子化を解決するのは結構であるが、そ

の子どもたちをきちんと育てなければならない。育て

られた子どもが社会問題とつながっているとルイル

ッセスは云っている。もしかしたら、本当に現在の社

会の問題は育てられた子どもの表われなのであろう。

キーワード　家族の複合化
　　　　　　　（recomposition　familiales）

　エブリーヌシュルロは、裡合家族が子どもた5に与える

害について語っている。離婚一再婚・離婚のサイクルがどんど

ん増加して、人生のくいっとき〉しか家庭を通週しない義理

の父親（母親）の存在は、子どもにとって何らかのトラウマ

になるというものだ。（ミュリエルジョリヴェ著「フランス

新・男と女、幸福さがし、これからのかたち」平凡社新歯

171頁よb）
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｛パリ地方では31歳）．，・1｛｝歳以降の川産笥II合は10年で2倍に

なっている．．20歳前の母親は40～45歳のIFVで母．親になって
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